
 

議案第29号 

 

令和８年度常滑市下水道事業会計補正予算（第１号） 

 

 （総 則） 

第１条 令和８年度常滑市下水道事業会計の補正予算（第１号）は、次に定め

るところによる。 

 （収益的支出） 

第２条 令和８年度常滑市下水道事業会計予算（以下「予算」という。）第３条

に定めた収益的支出の予定額を次のとおり補正する。なお、営業費用中雨水

管渠維持管理費委託料12,000千円の財源に充てるため、企業債12,000千円を

借り入れる。 

     （科 目）    （既決予定額） （補正予定額）   （ 計 ） 

                  支   出 

 第１款 下水道事業費用 2,602,103千円   12,000千円  2,614,103千円 

  第１項 営 業 費 用（公共下水道事業） 

2,218,969千円   12,000千円  2,230,969千円 

 （企業債） 

第３条 予算第５条に定めた起債の限度額を次のように改める。 

起債の 

目的 

補正前 補正後 

限度額 限度額 
起債の 

方法 
利 率 償 還 の 方 法 

 

 

 

 

公共下水

道事業 

 

 

 

千円 

 

 

 

889,000 

 

 

 

 

千円 

 

 

 

901,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

普通

貸借 

5.0%以内 

(ただし、利率

見直し方式で

借り入れる資

金について、

利率の見直し

を行った後に

おいては、当

該見直し後の

利率) 

政府資金については、

その融資条件により、

銀行その他の場合に

は、その債権者と協定

するものによる。 

ただし、企業財政の都

合により据置期間及

び償還期限を短縮し、

若しくは繰上償還し、

又は低利に借換える

ことができる。 

計 985,800 997,800 － － － 

  

  令和８年６月12日提出 

 

                      常滑市長 伊 藤 辰 矢  
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千円 千円 千円

2,602,103 12,000 2,614,103

2,230,969

3
雨水管渠維持
管 理 費

令 和 ８ 年 度 常 滑 市 下 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算 実 施 計 画

収 　益　 的　 支　 出

支　　　　　　　出

款 項 目 既決予定額 補正予定額 計

　　　　　　　　　　　　収支差額　91,478千円

18,698 12,000 30,698

1
下 水 道
事 業 費 用

1
営 業 費 用
（公共下水道事業）

2,218,969 12,000
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令和８年度常滑市下水道事業予定キャッシュ・フロー計算書

(令和８年４月１日から令和９年３月31日まで)

(単位　千円)

　１　業務活動によるキャッシュ・フロー

　　　　当年度純利益 14,615

　　　　減価償却費 1,539,848

　　　　資産減耗費 60

　　　　貸倒引当金の増減額（△は減少） △502

　　　　退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,160

　　　　賞与引当金の増減額（△は減少） 310

　　　　法定福利費引当金の増減額（△は減少） 63

　　　　長期前受金戻入額 △1,485,046

　　　　受取利息 △2,600

　　　　支払利息 126,954

　　　　未収金の増減額（△は増額） 14,734

　　　　未払金の増減額（△は減少） 5,466

　　　　　小　計 217,062

　　　　利息の受取額 2,600

　　　　利息の支払額 △126,954

　　　　業務活動によるキャッシュ・フロー 92,708

　２　投資活動によるキャッシュ・フロー

　　　　有形固定資産の取得による支出 △1,520,029

　　　　無形固定資産の取得による支出 △65,089

　　　　基金の積立による支出 △1,600

　　　　国庫補助金等による収入 632,255

　　　　一般会計又は他の特別会計からの繰入金による収入 800,222

　　　　負担金の受入による収入 6,439

　　　　分担金の受入による収入 752

　　　　未収金の増減額（△は増額） 2,303

　　　　未払金の増減額（△は減少） △18,327

　　　　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 163,074

　３　財務活動によるキャッシュ・フロー

　　　　建設改良等の財源に充てるための企業債による収入 997,800

　　　　建設改良等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △1,113,976

　　　　財務活動によるキャッシュ・フロー △ 116,176

　　　資金増加額（又は減少額） △186,542

　　　資金期首残高 842,376

　　　資金期末残高 655,834
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(単位　千円)

１　固　定　資　産

(1) 有 形 固 定 資 産

イ 土 地 6,274,322

ロ 建 物 5,557,688

減 価 償 却 累 計 額 △ 1,106,510 4,451,178

ハ 構 築 物 37,441,526

減 価 償 却 累 計 額 △ 7,089,927 30,351,599

ニ 機 械 装 置 5,824,624

減 価 償 却 累 計 額 △ 1,926,281 3,898,343

ホ 工 具 器 具 備 品 1,831

減 価 償 却 累 計 額 △ 76 1,755

ヘ 建 設 仮 勘 定 1,255,239

有 形 固 定 資 産 合 計 46,232,436

(2) 無 形 固 定 資 産

イ 施 設 利 用 権 148,355

ロ 無形固定資産仮勘定 109,254

無 形 固 定 資 産 合 計 257,609

(3) 投 資 そ の 他 の 資 産

イ 基 金 1,168,656

投資その他の資産合計 1,168,656

固 定 資 産 合 計 47,658,701

２　流　動　資　産

(1) 現 金 預 金 655,834

(2) 未 収 金 153,016

貸 倒 引 当 金 △ 536 152,480

流 動 資 産 合 計 808,314

資 産 合 計 48,467,015

令和８年度常滑市下水道事業予定貸借対照表

( 令 和 ９ 年 ３ 月 31 日 )

資   産   の   部
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３　固　定　負　債

(1) 企 業 債

イ 建 設 改 良 等 企 業 債 14,543,041

企 業 債 合 計 14,543,041

(2) 引 当 金

イ 退 職 給 付 引 当 金 14,629

引 当 金 合 計 14,629

固 定 負 債 合 計 14,557,670

４　流　動　負　債

(1) 企 業 債

イ 建 設 改 良 等 企 業 債 1,107,093

企 業 債 合 計 1,107,093

(2) 未 払 金 218,628

(3) 引 当 金

イ 賞 与 引 当 金 5,910

ロ 法 定 福 利 費 引 当 金 1,197

引 当 金 合 計 7,107

流 動 負 債 合 計 1,332,828

５　繰　延　収　益

(1) 長 期 前 受 金 36,902,803

(2) 長期前受金収益化累計額 △ 9,586,114

繰 延 収 益 合 計 27,316,689

負 債 合 計 43,207,187

６　資　　本　　金 876,820

７　剰　　余　　金

(1) 資 本 剰 余 金

イ 国 庫 補 助 金 2,852,400

ロ 県 補 助 金 6,247

ハ 他 会 計 補 助 金 531,241

資 本 剰 余 金 合 計 3,389,888

(2) 利 益 剰 余 金

イ 減 債 積 立 金 106,851

ロ 建 設 改 良 積 立 金 300,350

ハ 当年度未処分利益剰余金 585,919

利 益 剰 余 金 合 計 993,120

剰 余 金 合 計 4,383,008

資 本 合 計 5,259,828

負 債 資 本 合 計 48,467,015

資　　本　　の　　部

負   債   の   部
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注  記  表 

 

 １ 重要な会計方針 

(1) 有形固定資産の減価償却の方法 

    ・減価償却の方法     定額法 

    ・主な耐用年数 

     建物         30～50 年 

     構築物        10～50 年 

     機械装置        ６～20 年 

     工具器具備品      ４～６年 

(2) 無形固定資産の減価償却の方法 

・減価償却の方法     定額法 

・主な耐用年数 

 施設利用権       10 年 

(3)  引当金の計上方法 

    イ 退職給付引当金 

      職員の退職手当の支給に備えるため、当年度末における退職手当

の要支給額に相当する額のうち「職員の退職手当に係る取扱いに関

する協定書」に基づき下水道事業会計が負担すると見込まれる額を

計上している。 

    ロ 賞与引当金 

      職員の期末手当及び勤勉手当の支給に備えるため、当年度末にお

ける支給見込額に基づき、当年度の負担に属する額を計上している。 

    ハ 法定福利費引当金 

      職員の期末手当及び勤勉手当に係る法定福利費の支出に備えるた

め、当年度末における支払見込額に基づき、当年度の負担に属する

額を計上している。 

    ニ 貸倒引当金 

      債権の不納欠損による損失に備えるため、貸倒実績率により、回

収不能見込額を計上している。 

(4)  消費税及び地方消費税の会計処理 

     消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。 

 

２ 予定貸借対照表に関する注記 

(1)   企業債の償還に係る他会計の負担 

     予定貸借対照表に計上されている企業債（当該事業年度の末日の翌

日から起算して１年以内に償還予定のものも含む）のうち、他会計が

負担すると見込まれる額は 15,543,283 千円である。 
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３ セグメント情報の開示 

(1)  報告セグメントの概要 

常滑市下水道事業は、公共下水道事業及び農業集落排水事業を運営 

しており、各事業で運営方針等を決定していることから、公共下水道 

事業及び農業集落排水事業の２つを報告セグメントとしている。 

  なお、各報告セグメントに属する事業の内容は以下のとおりである。 

事 業 区 分 事  業  の  内  容 

公共下水道事業 常滑処理区における汚水及び雨水処理事業 

農業集落排水事業 
矢田地区、久米地区、前山地区、桧原地区、小鈴谷地区、

広目地区及び坂井地区における汚水処理事業 

 

(2) 報告セグメントごとの営業収益等 

令和８年度（令和８年４月１日～令和９年３月31日） （単位：千円）

公共下水道事業 農業集落排水事業 合　　計

552,504 41,761 594,265

2,163,421 231,119 2,394,540

△ 1,610,917 △ 189,358 △ 1,800,275

13,079 15,806 28,885

44,386,746 4,080,269 48,467,015

40,009,759 3,197,428 43,207,187

他会計繰入金 1,278,780 113,795 1,392,575

減価償却費 1,400,733 139,115 1,539,848

特別利益 739 9 748

特別損失 9 9 18

有形固定資産及び

無形固定資産の増加額
1,344,725 240,393 1,585,118

セグメント資産

セグメント負債

その他の項目

営業収益

営業費用

営業損益

経常損益

 

  

４ その他の注記 

  (1) 引当金の取り崩し 

      イ 賞与引当金 

        令和８年度において、期末手当及び勤勉手当を支給するため取

り崩すと見込まれる賞与引当金の額は、5,600 千円である。 

       ロ 法定福利費引当金 

         令和８年度において、期末手当及び勤勉手当に係る法定福利費

を支出するため取り崩すと見込まれる法定福利費引当金の額は、

1,134 千円である。 

      ハ 貸倒引当金 

        令和８年度において、不納欠損処理をするため取り崩すと見込

まれる貸倒引当金の額は、607 千円である。 
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千円 千円 千円

2,602,103 12,000 2,614,103

支　　　　　出　　　　　合　　　　　計 2,602,103 12,000 2,614,103

2,218,969 12,000 2,230,969

3
雨 水 管 渠
維持管理費

18,698 12,000 30,698

1
下 水 道 事 業
費 用

款 項

1 営 業 費 用
（公共下水道
事 業 ）

収 益 的 支 出

支 出

目 既決予定額 補正予定額 計

令和８年度常滑市下水道事業会計補正予算事項別明細書

10



金 額
千円

12,00016 委 託 料 12,000

千円

節
説 明

区 分

全国特別重点調査事業に伴う雨水
管渠修繕設計委託
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